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研究ノート

デザインからみる縄文時代後晩期の土製耳飾り

一千葉県我孫子市下ヶ戸宮前遺跡の事例から一

千葉県我孫子市に位置する純文時代後晩期の

下ヶ戸宮前遺跡から 400点以上の土製耳飾りが

出土している。本稿は，下ヶ戸宮前遺跡出土の

土製耳飾りを対象に，装飾や形態についてデザ

インという規点から分析を試みたものである。

この -~l干の土製耳飾りは環状形を呈するもの

が圧倒的に多く，サイズは外径が 6cm台の大

型の製品が多い傾向にある。耳に装若する|捺に

触れる部分の径を測定した結呆，およそ 5111111

ごとに個体の出現頻度が高いという ~?d散がみら

れた。このことから，耳たぶの干しが年齢ととも

に拡張するに従って適合する大きさの耳飾りが

製作され，着け替えられていたのではないかと

想定した。また，土製耳飾りの形態やサイズと

拙カ通れる文様との|謂に約!関関係が認められたこ

はじめに

本稿は，千葉県我孫子市に位設する下ヶ

前遺跡から大量に出土した縄文時代後晩期の土

製耳飾りを取りよげ，身体装飾を iヨ的としたア

クセサリーとしてのデザインの視点から考察す

るものである。ここで使用するデザインという

言葉はp 文様や胞文方法のみならず3 形態，色，

大きさ，形状 3 装飾性，装着の至便性や他者へ

の見えやすさといった機能的な側面も含んだ総

合的な観念を示すものとする。

アクセサリーの起源は!日石器時代に遡る。!日

石器時代のアクセサリーについては呪具として

の機能が想定されているが，その後は出土数が
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とから，年齢あるいは通過鍛礼といった要素と

採用される文様にI甥迎があったのではなし、かと

考察を行った。さらに，土製耳飾りに拙かれて

いる文捺には仁器や石梓といった他の道具にも

共通するものも認められたが，その現れ);は文

様の種類によって一様て、はなかった。このこと

から，いくつかの特徴的な文慌については，こ

の集落におけーるデザインの流行詩好，文相i選

択のノレールが反映されたものとして解釈できる

と考えた。また， :1:製五郎りが大型化，すなわ

ち環状化すると，環の/7ヲIfJIにえ1設をJNiくなど r

夫が見られることから，この"与HJlの人々は，よr
uiliりを装着した|探にどう見えるかというデザイ

ン性を強く芯:識して，文様や)f~T:告を選択したも

のと示唆される。
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第 2菌 下ヶ戸宮前遺跡全体図

(我孫子市史編さん委員会編 2005: 126頁;図 2-54より)
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第 31翠 下ヶ戸宮前遺跡の住居社

(我孫子市史編さん委員会編 2005: l26頁;I盟2-54を改変)

他の道具と比べ極めて少ないことや，素材を入手する際と製作の際に労力がかかることから，

それを身に装穫する人とそれ以外の他者を差別化するといった機能を持つようになったという

もある(春成 1997)0

縄文11寺代には，身体装飾に用いたであろうと考えられるアクセサリーの種類や数が増加する

ため，この頃の人々には身体装飾への強いこだわりがあったと考えられる。中でも，縄文時代

i村
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デザインからみる縄文時代後晩期の土製耳飾り

代のアクセサリーの中で，際立った位置を占める(土肥 1990)。土製耳飾りは，耳たぶにあけ

た孔に栓をするように装着するものである。また，この土製耳部りのデザインは腕輪など他の

アクセサリーよりも多機であち，現代の私たちから克ても卓越したものである。

本稿において，土製耳飾りのデザインに注告する理由は 3 今日までの縄文時代のアクセサリー

に関する研究が 3 文様や形態の分類に終始していたためである。そのため，現代の価値観から，

身につけるということを意識した土製耳飾りのデザインについて，文様と形態・大きさとの関

係と，流行の有無についての考察を試みた。

江.下ヶ戸宮前遺跡について

まず，本稿で扱う下ヶ戸宮前遺跡について見てみたい。

1.立地

下ヶ戸宮前遺跡は現在の千葉県我孫子市のほぼ中央部に位置しており，北に利根川をのぞむ

標高約 16mから 17mの台地上にある(第 i図)。台地は利根川の低地に向かつて北西方向に突

出した舌状を呈しており，突出部の東側には小谷がある。この小谷を挟みす:宮前の由来になっ

た八幡神社が存在するが，この周辺は縄文時代晩期の下ヶ戸貝塚として知られている。下ヶ戸

宮前遺跡は 3 この貝塚から北西に 50mほど離れた場所ーになる(千葉県史料研究財団 2000，我

孫子市教育委員会 2005)。

2.遺構と遺物

下ヶ戸宮前遺跡から検出された主要な遺構は住居力1:で、ある。言1-17 [ド干の住居士11:はすべてJJIJI己l

手IJB式から晩期安行田 C式期に属している(第 2，3図)。住居JJI:の多くは比較的大型のもので

あり p 最大のものは後期に属する 6号住居壮で、あった。遺物については， 6号住居:1:11:とその次

に規模の大きい凶号住居祉の覆土中に員層が認められ，その中から多くの動物の J骨・牙・角や，

j詩骨，魚骨，呉殻等ーが出土している。また，骨角を用いた加工品も多くみられた(千葉県史料

研究財団 2000，我孫子市教育委員会 2005)。

特筆すべきは， 406点としづ通常の遺跡と比べ圧倒的に量の多い土製耳飾りである。土製lI=

飾りの出土地点は，住居土止に集中していた。例えば， 6号住居:1:11:からは 27点， 14号住居社か

らは，下ヶ戸宮前遺跡内の住居の中で

も多い 102点が出土した。 14号住居

i止は，壁際に住居jJtをほぼ一周する焼

土が見られるため，火災を受けたもの

と思われる。

また， 406点という膨大な数の耳飾

りが出土しているにもかかわらず，下ヶ

戸宮前遺跡において，対になる土製耳

9E)O(日
) (1 〈三ぷ/

重~~~I IDJl 医警圏

第4国 土製耳飾りの形態
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第 l表 遺跡目Ij土製耳飾りの形態見11個数 飾りは l組も出土していない。一般に，縄文時

代の土製耳飾りは対で出土することが稀である

ことが知られているが，下ヶ戸宮前遺跡、におい

ても，同様の傾向がみられた。

環状形 臼形 糸巻形 不明

ドヶ戸宮前遺跡 358 38 8 2 

千網谷戸遺跡 40 70 49 27 

赤城遺跡 28 17 8 

三輪野山遺跡 30 4 O O 

ill. 下ヶ戸宮前遺跡の土製耳飾りの特徴

第 2表出土場所見IJ有文と無文の土製耳飾り まず，下ヶ戸宮前遺跡;の土製耳飾りを形態，

有文 無文

i号住居t11: 10 10 

2号住居1:u:

3号住居j:JJ: 5 

4号住居lJ!: 8 14 

5号住居1:u: 42 28 

6 -!.す住~Jil: 15 7 

7号住民社 62 27 

11号住)百社 O 

12 号{主 }Ji~ j:ll: O 

13 サ住}~Jl l: 8 O 

57 45 

不明

2 

3 

O 

5 

5 

3 

O 

O 

2 

O 

22 

3 

9 

22 

75 

27 

92 

10 

102 

大きさ，産地の視点から分析し，その特徴を述

べたい。

1.形態、

土製耳飾りの形態は，産径，側面の高さ，耳

に販めるl緊のくぼみの形状から 3種に分類でき

た(第 4区1)。環状形の土製耳飾りは，孔の直径

(a)が表面の|幅 (b)よりも広く，側面が低い。孔

の直径と表面のIllffiが等しい場合は，側面が低い

ものを環状形とみなす。環状形は，重量軽減の
14 f}住j百社

::1二坑 5 5 O 10 

グリッド 15 15 2 

として孔の直径が表面の幅よりも広くなる

ために，比較的薄くなる。これにより，文様の

描ける商が狭まるため 3 土製耳飾りの内側にま

で文様を摘し 1ているものもある。他 2種の形態と比べ軽量であるため 3 大型の土製耳飾りが多

し¥と忠われる。

|ヨ形の土製耳飾りは，孔の直径が表面の1II高よりも狭く，側面が高い。孔の直径と表面のi揺が

等しい場合は，側面が高いものを臼形とみなす。臼形の土製耳飾りは，仁|コが充実しているため，

環状形に比べ重量が増す。重量がある耳飾りは，耳への負担が大きいと考えられるため，比較

的経誌となる小塑の土製耳飾りが多いと忠われる。

糸巻形の土製エ]:館jiりは，側面に発達したくぼみがあり，表面面積が裏面面積と比べ広く，併l

f日が高い。糸巻形は，側面のくぼみが特に発達しているが，これは土製耳ili!iりを販めた|捺の落

下をliJ5ぐ工夫であると考えられている。また，表面面積と裏面面積の差は3 他者から見られる

面，すなわち文探を描ける面を広く取りつつ，土製耳飾りを軽量化する工夫であると思われる。

上記以外に，破損が大きく全体の様相が明らかでないものは不明とした。

以上の条件で、形態別の分類を行った結果，下ヶ戸宮前遺跡;の土製耳飾りは環状形の占める害1]

第 3表 耳にかかる部分の直筏男IJ個数
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デザインからみる縄文時代後晩期の土製耳飾り

第 4表 内部iに文犠のある土製耳飾りの大きさ
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第 5図 5cm台から 7cm台

表面の直径別個数

第 61羽 5cm台から 7cm台

主r にかかる在日分の l主符~JIJ郁l数

合が圧倒的に多く，全体の 88%を占める 358点が出土している(第 1表)。また， 1000点を超

える土製耳飾りが出土した群馬県の千網谷戸遺跡(相生市教育委員会 1978)，対になる土製耳

飾りが出土した埼玉県の赤城遺跡(埼玉県埋蔵文化財調査事業団 1988)，下ヶ戸宮前遺跡;の所

在と i奇じ千葉県の三輪野山遺跡(千葉県文化財センタ-1996・2001)と比べ， 下ヶ戸;立青iji盤:JiWJ; 

の環状形の土製耳飾りの割合は圧倒的に高い。以上のことから，下ヶ戸宮前遺跡の特徴として，

環状形の土製耳飾りの占める割合がj王倒的に高いということが言える。

2.大きさ

下ヶ戸宮前遺跡の土製耳飾りの表面の直径は lcm台から 8cm台にわたる(第 2表)。

不明のものを除外すると，最多のものは 6cm台の土製耳飾りであり，次に 7cm台の土製耳

飾りが続いた。他遺跡の耳鮪りの直径に比べ，下ヶ戸宮前遺跡の土製耳飾りは，大型の割合が

高い傾向がみられる。

また，土製耳飾りの側面のほぼ中央にあたる，耳にかける部分の直径も計測した(第 3表)。

この部分は側面のくぼみの最も発達している部分にあたり，耳の干しの直後に等しくなる。立の

孔は年齢と共に拡大すると考えられていることから，この部分の直径の大きさは年齢に依存，

すなわち甚径の大きな孔ほど高年齢の人の土製耳飾りであったと考えられる。計測の結果，不

明のものを除外すると最多の土製耳飾りは 6cm台であり，次いで 5cm台が多かった。当然な

がら，全体の直径と比べ耳にかける部分の誼径のほうがやや小さい値を示す。
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4⑬7 

続 (@01 æ，J~
第 71~ 地遺跡産の土製耳卸liり(筆者作成，番号は第 16表に対応)

直径日IJ個数の多い 5cm台から 7cm台のものについては，詳細な分析を行った。表面の直径

においては 6cm台の土製耳飾りが最多であり，その中でも 6.0cmと6.5cmの値が高かった(第

5函)。次点の 7cm台においては， 7.1cm台の{症が高かった。このように， 6cm台と 7cm台の

土製耳飾りはほぼ 5mm11，¥J隔で直径別個数の値が高くなっている。 5cm台においては， 5.5cm 

前後の値は低いが， 5.0cmの値が高くなっていることから，同様の傾向があると思われる。し

たがって，年齢ごとに土製耳fifliりを大型のものにする際は，約 5mm間隔で付け替えていった

と考えられる。

一方，耳にかけーる部分の直径においては， 6.8cm付近， 6.0cm付近， 5.6cm付近の値が高く，

表面の直筏と比べ明確ではないが 偲数の集中がみられた(第 6図)。

また，下ヶ戸宮前遺跡で;lJj二!こした土製耳飾りの中には，耳飾りの内側の面に文様が描かれて

いるものが認められた。一般的に，内部IJは外側と比較して他者から見えにくいと考えられる。

そこで，内側に文様の描カ通れている土製耳宣告りを対象に，表面の直径を計測した。対象となる

土製耳飾りは，文様の全様が表面から見ただけでは確認し難し 1もの，または文様の描かれる部

分で、ある表面が張り出していないものである。表面は張り出しているが，文様の全様が確認し

難し、ものは計測の対象に含めた。ここで対象とした土製耳飾りは，残存率が高い有文のもので

あり，全て|玄lJ被に示している(第 12~ 16図)。

この条{tl二を liii~たす土製エ1= 釘Iîりは 23 点であり，表面の直径が最大のものは 8.1cm，最小のも

のは4.7cmであった。直径別11菌数で見ると， 1症が高いものは6cm台から 7cm台であった(第4表)。

6cm台から 7cm台のイ肢が高くなる傾向は， 406点全体の傾向に類似しているが，文様が内側に

あるものには， 4cm台前半以下の土製耳飾りが見られない。つまり，内怯1]に文様のある土製耳

飾りは比較的大型で、あるという傾向がみられる。大型の土製耳飾りの場合 重量が装着者の負

担になることや土製耳飾りの落下のリスクを高めることが考えられる。そのため，表面を薄く

することで重設を軽減し，表面を張り出す代わりに，内部jに文様を描いたと思われる。また，
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デザインからみる縄文時代後晩期の上製耳飾り

小型の環状形の土製耳飾りの内組IJに文様を描

いても，実際には干しが小さいために内側が見

えにくいことも考えられる。

第 5表 遺跡見IJ有文と無文の上製耳首liり

3. f世遺跡産の土製耳飾り

下ヶ戸宮前遺跡では，地遺跡から持ち込ま

れたと思われる異質な土製耳飾りが数点出土

した。他遺跡から持ち込まれたとする根拠

としては，文様が特殊であること， JJ台土の

質が異なることが挙げられる。文様につい

ては，特に細かいもの，立体的であるもの，

下ヶ戸宮前遺跡

千;網谷戸遺跡

赤城遺跡;

」三輪野山遺跡

有文

228 

99 

31 

19 

無文 不明

155 23 

60 27 

23 O 

15 O 

406 

186 

54 

34 

他遺跡で出土した文様と類似しているものがある。また，下ヶ戸宮前遺跡;からlilJ二している耳

飾りの胎土は，砂粒が多いために粗く，赤褐色であるが，それに対し，きめがキIIJかく，砂粒の

少ないJJ台土を持つ土製耳飾りを他遺跡のものと判断した。

その結果，二つの条件を満たしている土製耳飾りは 9点であり，全てが群馬県の茅野遺跡や

千網谷戸遺跡文様やJj台土に類似したものであった(第 7l:g]) 0 9点i札茅野遺跡の土製耳立(fiりと

類似する文様の見られるものは 2，3，5，91，126，226であり，千網谷戸遺跡;の土製耳釘liりと類似

する文様の見られるものは 4，17，41である。砂粒が少なく，きめの細かい胎土で、作られた土製

耳飾りは他にも数点認められたが，全てが細かい破片であり， Jl台土の差だけでは他遺跡のもの

とは断定できなかったため，ここでは数に含めなかった。

下ヶ戸宮前遺跡出土の耳飾りの総数 406点に対し，他遺跡から持ち込まれたと考えられる土

製耳飾りは 9点と，わずか 2%を占めるにとどまった。しかし，これらの土製耳飾りは下ヶ戸

宮前遺跡が土製耳飾りを多く生産していたと考えられる他の地域と何らかの交流があったこと

を示していると思われる。また，下ヶ戸宮前遺跡でも土製耳~(lî りを製作することが可能であっ

たにもかかわらず，わざわざ遠隔の地の要素を持つ土製耳飾りが持ち込まれていたことから，

これらの土製耳i'ifliりがf婚姻j等のヒトの移動の結果によるものか交易jやf交換jといった意

図的な物質移動の結果持ち込まれた「ブランドjで、あったものと考えられる。ここで見られる異

質な耳飾りの多くは，下ヶ戸宮前遺跡で作られた土製耳飾りよりも技術的，審美的な観点から

デザインの質が高いことからも， rブランドjとしての価値や希少性があったと考えられないだ

ろうか。

第 7表 有文と無文の大きさ男IJ個数

~ lcm lcm~ 2cm~ 3cm~ 4cmへJ 5cm~ 6cm""'-- 7cm~ 8cm~ 不明

有文(表面) 。 4 11 13 23 48 36 11 81 

有文(耳部) 。 2 6 10 20 29 54 24 82 

無文(表面) O 6 14 9 12 8 9 8 O 89 

無文(耳部) l 10 12 9 9 13 9 3 O 89 
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~fI} 
X字.y字沈鵠文枝その他の沈線文機 縁点文様 点文様 突起文様

第 8図 文様の器類の分類(筆者作成)

N. 土製耳飾りのデザインに関する分析

次に， j二製耳飾りに拙かれている文様とその他の特徴を結びつけ，デザインの流行について

述べたい。

1.イゴ文の1製Jゴ長f[iりと無文の=1:製耳飾り

有文の土製工ç~f!iりとは沈線や突起等の装飾文様が拙かれているものである。 無文の土

製耳~ílï りとは3 全く文様の見られないもの，中央に浅い閉みがあるだけのもの，孔が開いてい

るだけーのもので、ある。また，破損の程度が大きく全体像が把握できなかったものは不明として

分類した。

イザ文のー1"0製耳針li りと 1!t~ 文の :-1二製耳飾りの 11iill数を計測した結果，有文の土製耳飾りは 228 点 3

1r詩文の型耳釘liりは 155点であり，不明を除外すると，有文と無文の割合は約 6:4となった(第

5友)。よって， 下ヶ戸宮前遺b;弟、の土製耳釘13りは有文のものの方がやや多いと言える。

イ午丈の型耳飾りと?!l~文のごと製耳飾りの割合について他遺跡との比較を行った結果，他遺跡

でも有文の土製耳飾りが約 6害IJを占めたo したがって，下ヶ戸宮前遺跡における有文の耳飾り

の合は，関東地方の他遺跡;と類似した傾向があると言える。

第 81史 文様の種額のJr~J選別個数

環状形 iヨ11ち 糸巻形

i世間l 22 O 

組NI1J 20 O O 

S'子:. rこj の守: 8 O O 

~7J心 ITJ O 3 O 

X '~j;: . y字 21 O O 

他沈線 177 10 

縁}!~ 37 3 O 

}!tZ 41 3 2 

突起 27 6 O 

72 

23 

20 

8 

3 

21 

188 

40 

46 

33 

有文のゴ二製主r-飾りと無文の土製-耳飾りの使い

分けについては，無文のものが一般的に用いら

れ，有文のものが身につける人のステイタス

を示し，全ての人が身につけられるわけではな

かったとする考え方がある一方で，無文のもの

が日常用，有文のものが祭記用とする考え方も

ある(吉田 2003)。下ヶ戸宮前遺跡の場合，出

土数から考えると，前者の考え方は当てはまら

ないと思われる。

次に形態男1]1回数の分析を行った(第 6表)。

その結果，有)(の土製耳飾りにおける環状形
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の都合は，約 9害IJを占めた。この領向は，

406点全体に占める環状形の割合の傾向と

も調和的である。また，無文の土製耳飾

りにおいては，約 8警IJが環状形であった。

これについては， Iヨ形や糸巻形の割合がや

や高いが，全体の傾向とかけ離れた髄で、は

なかった。

更に，直径見IJ偶数の分析を行った(第 7

表)。その結果，有文の土製耳飾りにおい

ては，表面と耳にかかる部分の直径百IJ個数

透かし彫りアーチ‘ゴ1)ッジ

第 9[玄i施文法の種類の分類

透かし彫り

アーチ・ブリッジ

が，全体の傾向と同様の髄を示した。しかし，無文の土製耳~{fî りにおいては，全体の傾向に比

べ，小型の土製耳飾りが多いことが判明した。上記に述べたように，無文の土製耳~m りの形龍

男IJ偶数は全体の傾向からかけ離れたものではない。したがって，無文の土製耳飾りの大きさの

りは，土製耳飾りの形態、に影響されたものではないと言える。

この結果から，有文の土製耳飾りは祭記m，無文のごj二製耳I!lIliりは iミ|常用という一般的に考え

られている区別は，全てのケース てはまらなかったと考えられる。

2. ::f二製耳飾りの文様・施文法と形態の関係

土製耳飾りの文様の種類については，単体渦巻き文様，組み合わせ渦巻き文様， s字.rこj

の字沈線文1議 IP]，乙、円文様， X字・ Y字沈線文様，その他の沈線文様，縁点文様， ，1長文棟，突

起文様の 9種に分類した(第 8図)。これらは， -Fヶ戸宮前遺跡の土製耳飾りの仁i二lで一般的にみ

られるものや，注目に値する特殊な文様である。下ヶ戸宮前遺跡からは縄文時代後期とl挽弾!の

土製耳飾りが出土しているため，文様についても後期にみられるものと晩期にみられるものが

認められる。しかし，今思は各文様のみられる土製耳飾りの{回数に分析の重点を置くため，時

系列的なデザインの変化については触れないものとする。以下では，この分類をもとに，文様

第 10表 文織の種類の大きさ男Ij個数

lcm~ 2cm'""'-' 3cm~ 4cm~ 5cm~ 6cm~ 7cm~ 8cm~ 不 I~~

i学部j O O 1 2 3 6 2 8 

組il!iも O O O 2 O 5 10 l 2 

S字・「こJの字 O O O O 。 4 3 O 

i司心円 O O 2 O O O O O 

X字.y宇 O O O O 8 9 2 

他沈線 3 6 7 19 40 32 10 70 

縁点 O O 3 8 12 4 11 

d京 O O 4 4 2 11 8 4 13 

」 突起 O 2 2 11 3 9 
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第 11:表 漉文法の種類の大きさ別個数

透かし彫り

アーチ・ブリッジ

の種類ごとに形態別個数の分析を行った(第 8表)。

その結果，拙かれる土製耳飾りの形態に偏りのある文様の種類が認められた。例えば，単体

渦巻き文様や組み合わせ渦巻き文様は環状形が圧倒的多数を占めた。単体渦巻き文様の中で 1

点の例外である臼形は，千網谷戸遺跡で作られたと思われるものであった。また，渦巻き文様

と類似している S字・この字沈線文様も，環状形にしかみられなかった。また， X字・ Y字沈

線文様もj奇様であった。 i司心円文様においては日形にしかみられなかった。

文様による形態の偏りは，おそらく下ヶ戸宮前遺跡内で、のノレールや流行が関係していると考

えられる G 例えば， 2種類の渦巻き文様については，他遺跡から持ち込まれたと思われる臼形

の i点以外が全て環状形の土製耳飾りであった。このことから，渦巻き文接を環状形の土製耳

飾りに描くというノレーノレは下ヶ戸宮前遺跡特有のもので、あったと考えられる。

)J包文法の種類については透かし彫りとアーチ・ブリッジに注目し，文様の種類と同様の分析

を行った(第 9図)。これらの土製耳飾りにおいては，全体の傾向と比べ，日形や糸巻形の土製

耳宮fIiりの寄り合が高かった(第 9表)。アーチ・ブリッジにおいて，このような偏りが見られた理

由は， 11=1心が空洞であるために大型化する環状形よりも，密度が高いために小型な臼形や糸巻

形の土製耳飾りのほうが壊れにくかったという製作上の技術的な理由によると考えられる。

3. 二1::製耳~fli りの文様・施文法と大きさの関係

まず，文様の種類ごとに産径百'J1回数の分析を行った(第 10表)。その結果，文様の種類によっ

74 

単体渦巻き文様組み合わせ渦巻き文様点・沈線文犠

6ミ込ヂ芝、どごう
X字・Y字j;眺望文その他の沈続文様蛇行凸線文様

豚霧状突起文様 妥IJ線入り突起文様 吸盤状突起文様

第 10図 共有される文様の種類の分類
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第 13表 共有される文様の見られる土製耳飾り

単?品 組渦 点・沈線 X字 .y字 他沈線 蛇行I~l謀長 豚品 刻線突起 吸盤

No 19 ;ぷ工、〆 77 28 6 16 

21 9 5 134 148 61 121 31 

25 11 |、〆 主義ノケ; 7 146 164 69 t 仏

58 12今

26 8 153 207 72 119 

59 強気づノノノ 10 156 1:37 

バ 42 三三主主;、〆 165 170 

63 32 46 〆合連〆川三 211 

:マ事/ 4:3 49 ん初ト

8:3 45 コ 22 

141 48 66 2:3 

155 50 73 24 

168 51 90 27 

169 5:3 

60 

74 55 

86 お柑リりペ

57 

65 

79 

1$号

152 

言十 13 16 12 21 7 4 4 2 6 

て，土製耳飾りの大きさに偏りが認められた。 例えば，組み合わせ渦巻き文様， s字.rこ」の

字沈線文様， X字 .y字沈線文様においては，大型の土製耳飾りに偏っていた。これらの文様

は環状形の土製耳飾りに描かれているため，大型の土製耳飾りに数が偏ったと考えられる。一

方，単体渦巻き文様のように，環状形に偏っていても直径別個数が全体の傾向と同様の文様

も認められた。

大型の土製耳飾りは，耳の穿孔の直径が大きい比較的高年齢の人が装着していたと考えられ

ることから，上記の文様が高年齢の人に使用されたものであったことも考えられる。

一方，関心円文様は小型の土製耳飾りに偏って見られる。同心円文様の描かれている土製耳
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言十

単渦 23 

車1'l.Yi雨 20 

S字・「こJの字 8 

同心円 3 

X字・ Y字 21 

他沈線 188 

縁点 40 

杉山絢香

飾りは全てが臼形であったため，小型のものへ係った結果になっ

たと考えられる。

施文法の種類ごとに直径別偶数を分析した結果も，それぞれに

特殊な傾向がみられた(第 11表)。透かし彫りについては，下ヶ

戸宮前遺跡で作られたと思われるものは大型の土製耳飾りであ

り，他の遺跡から持ち込まれたと思われるものは小型の土製耳飾

りであった。したがって，下ヶ戸宮前遺跡では大型の土製耳飾り

にも透かし彫りを施していたと考えられる。

また，アーチ・ブリッジにおいては，小型の土製耳宣伝りに多く

見られた。この施文法のみられる大型の土製耳鈎りは，破片とし

て2点のみが出土した。したがって 3 この施文法が大型の土製耳飾りに施されることは少なかっ

たと考えられる。その理由としては上記に述べたとおり，大型の土製耳飾りに施した場合3 破

}長 46 

33 

損しやすかったことが考えられる。

同心円文様やアーチ・ブリッジが小型の土製耳飾りに偏った理由としては，大型の土製耳飾

りと同機に，年齢によるものも考えられる。金成氏と宮尾氏によると，関東地方の土製耳飾り

が出土した遺跡には，形態と文様自IJに土製耳飾りの大きさの偏りがみられることが分かつてい

る(金成・宮尾 1996)0 また，小型の土製耳立fliりが研究対象となった全ての遺跡にみられるこ

とから，それらの役割は耳の孔を伸張する襟にmし、られるものと，通過儀礼の際に用いられる

ものがあったとしている。このことカミら， J二記のような小型の土製耳飾りは，年齢の低い人に

身につけられていた可能性も考えられる。

4. ::1二製耳飾り以外の遺物の文桟との比較

下ヶ戸宮前遺W];から出土した土製耳ft{lî り以外の遺物には土器，土{~t 石棒，石版などがある。

これらには，ニヒ製耳ft{liりと共有されている文様が認められるものがある。そこで，これらの遺

物の文傑と土製耳fflliりの文様の関係についての分析を行った。まず，これらの遺物と土製耳ftf!i

りで共有されている文様の種類としては，単体渦巻き文様，組み合わせ鴻巻き文様，点・沈線

文相{， x 字・ Y 字1/1::線文l~J~，その他の沈線文様，蛇行占J線文様， JJ家鼻状突起文様，刻線入り突

起文様，吸盤状突起文様の 9種が挙げられる(第 10図，第 12表)。

これらの文様が見られる土製耳飾りは 74点であった(第 13表)。土製耳岱liりと共有されてい

る文様の仁|コで、最多のものは，土器に見られる X字 .y字沈線文様であった。この文様は土製

耳飾りの文様の種類としても多く，注留すべきである。また，下ヶ戸宮前遺跡、の土器の文様に

関しては縄文時代後期や晩期にみられるものである。従って，土器と土製耳飾りに共通する文

様は，縄文i時代後 I~EJtJJ の土器の文様と類似するものが多いと言える。

また， j二製耳飾りの文様と土製耳卸liり以外の遺物の文様の聞には，文様の組み合わせ方や配

し方にも共通点が認められた。例えば，渦巻き文様と X字・Y字沈線文様の組み合わせと，点・

沈線文様と X字 .y宇沈線文様の組み合わせば多く共有されていた。また， )豚鼻状突起の見ら
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れる 4点の特徴は 2つの突起の間に必ず一本の横沈線

を挟んでいることであるが，この組み合わせば土器にも

見られた。文様の配し方としては，土製耳飾りと土器の 150 

問で，蛇行凸線文様の設置される位置に共通点が認めら

れた。この文様が設置される位置は土製耳飾りの外国の

円罵上である。一方土器の場合，この文様は I~l 縁部

飾するように配されている。

現代でも，様々な道具に共通の文様が用いられ，特に

好まれている文様は広範囲の道具に掛かれる。 上記の結

10m'" 3cl11- 5cm~ 7cl11- 不明

第 Il~ 形態l.lIJ大きさの比較

果からは，このような傾向が縄文時代の道具にも存在した可能性が考えられる。

一方，土製耳飾りにのみみられる文様や施文法が認められる士製耳飾りのほとんどは，沈線

で文様が拙かれたもので、あった。また， !まぼ完jちの状態で残存していた土製耳飾りはJ?I誌で

あったが，その中で文様が等間1I託線対称，点対称に拙かれているものは 10点であった。残

存率の関係で全容が明らかでない土製耳飾りの中にも，文様の繰り返しが認められた。そのた

め，等間|痛や繰り返しなど、の規則性を意識して文械を描いた ~L製jゴ百IÎ りが多数を I Ljめたと忠わ

れる。

また，土製耳飾りに特有の文様や施文法のやには，デザインが大変類似しているものが数点

存在した。しかし，大多数の土製耳飾りにおいては，類似品が見られなかったため， 1:製Ir ~(!j

りに特有の文様や}j主文法の見られる土製耳~m りでは，類似1213 を大量に生践することが行われな

かったと考えられる。

5. デザインの涜行

まず，文様の掛かれ方と，文様の種類別個数について考察したい。

文様の描かれ方については沈線で捕かれているものが多く， lごヶ戸宮前遺跡では文傑をo謀長

で描くよりも，沈線で描くことが主流であったと考えられる。また，下ヶ戸宮前遺跡;でみられ

る土製耳飾りの文様は，縄文i時代晩期中葉にみ

られるものに類似しているものが多い。

文様の種類別個数については，第 14表のよ

うな結果となった。様々なモチーフを含んだそ

の他の沈線文(188点)を除外して検討すると，

土製耳飾りに最も多く描かれていた文様は点文

様であった。この文様のみられる土製耳飾りの

殆どには，他の文様も沈線文様で描かれている。

次点は縁点文様であり，以下に突起文様，単体

渦巻き文様， X字・ Y字沈線文様が続いた。ま

た，これらの文擬のみられる土製耳飾りの大多

第 15表 6C111台と 7cm台の環状形の

土製耳lIIliりの文様

土製耳飾りの{Iilil数

単(埼玉1m]巻き文傑 8 

組み合わせ1m]巻き文様 15 

S字・「こj の字沈線文様 5 

同心円文様 O 

X字 .y宇沈線文搬 17 

その他の沈線文様 72 

縁点文様 18 

点文様 18 

突起文様 13 
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数にも，沈線で措かれた他の文様が認められた。

上記の文様の種類については，土製耳飾り以外の遺物にもみられるものがある。例えば，単

体渦巻き文様の克られる土製耳，飾りは， 406点全体の個数から考慮すると大きな値ではないが 3

この文様は土器や土偶など，様々な遺物にも用いられていた。

以上のように，土製耳飾りの中で多く採用された文様や，土製耳飾り以外の遺物にも多く使

用された文様は，下ヶ戸宮前遺跡を形成した集団において流行していた文様であると考えられ

る。しかし，上記で述べたように， -r:.:-ヶ戸宮前遺跡でみられる土製耳飾りの文様には縄文時代

晩期中葉に類似するものが多いG そのため，この流行は一時的なもので、あった可能性も考えら

れる。

次に，こi二製耳飾りの形態と大きさの流行について考察した。まず，下ヶ戸宮前遺跡の土製耳

飾りは約 9割が環状形である。そのため，下ヶ戸宮前遺跡で、は環状形が好まれていたと考えら

れる。

ここで，土製耳飾りの形態別の大きさについてみてみたい。その結果，日形や糸巻形には

2cm台から 3cm台の土製耳飾りが多数を占めるが，環状形においては 6cm台と 7cm台の土製

耳飾りが多数を占めることが判明した(第 11~)。ここには，遺跡に残されなかった木製や骨

製の耳飾りが含まれていないため，すべての耳飾りの特徴を述べることはできないが，少なく

とも，土製の耳飾りに限って考察するのであれば，下ヶ戸宮前遺跡で最も流行していた土製耳

飾りは，環状形で，大きさが 6cm台から 7cm台のものであったということが言える。

上記から，土製耳飾りの文様の種類の中で流行していたものと，形態や大きさの中で流行し

ていたものが判明した。以下では，この 2つの流行を総合して考察する。 406点全体の土製耳

J1I1iりから，環状形で 6cm台と 7cm台のものについて，文様の種類別に{回数を分析してみた(第

15表)。その結果，その他の沈線文様を除外すると t位 5種類の文様は，文様の撞類53IJイ回数の

上位 51議類とほぼ一致した。

よって，下ヶ戸宮前遺跡を形成した集落においては文様，形態，大きさが上記のような土製

耳飾りが流行していたと考えられる。

V. まとめ

下ヶ戸宮前遺跡に着目して分析を行った結果，多くの土製耳飾りにあ~かれる傾向のある文様

の存在や，複数の遺物問で共有された文様の存在が認められたことから，土製耳飾りのデザイ

ンには何らかのi鳴好性，すなわち，流行が存在していたと考える。しかし，これらの流行は一

時的なものであった可能性があり，時系列的なデザインの変化も含めた流行の考察については，

今後の課題としたい。

また，文様や施文i去によって，土製耳飾りの大きさや形態に偏りが認められたことから，土

製]1=飾りのデザインを決定する|際には，下ヶ戸宮前遺跡内のある規制，ノレーノレに従っていた可

能性が示唆される。特に，大型の土製耳飾りに多くみられる文様があることから，縄文時代後

晩期に年齢によって使用されるデザインが存在していたことが考えられる。
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デザインからみる縄文時代後晩期の土製耳飾り

また，デザインに何らかの流行がみられたことや. f也遺跡から質の高いデザインの土製耳飾

りが持ち込まれたであろう事例から，少なくとも縄文時代後続期の人々は土製耳飾りのデザイ

ンを強く意識していたのではないかと考えられる。土製耳飾りのデザインの質は，現代の私た

ちから見ても卓越したものである。そのような耳飾りを大誌に製作，利用していたということ

は，縄文人が土製耳飾りのデザインやそれを身に付けることに対して，強い意識を持っていた

ことの現れであると言える。
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第 16-1表 トレース図の土製耳飾りの詳締
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デザインからみ り

第 16-2表 トレース留の土:製耳飾りの詳締
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第 13図 下ヶ戸宮前遺跡の有文の土製耳飾り (2)
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of earthen ear ornaments in the Late and Final Jomon periods: 

a case study at the Sage知加iyamaesite in AbikoぅChiba
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下ヶ戸宮前遺跡の有文の土製耳飾り

。
第 16図

SUGIYA真1A，Ayaka

Over 400 earthen ear 0l11aments dating back to the Late and Final Jomon periods were excavated 

at the Sagetomiyamae site located in Abiko， Chiba. This paper aims to analyse them with regard to the 

designs manifested in their decorative motifs and forms. 

A ma戸rityof the 0l11aments were ring-shaped and tended to measure as much as approximately 

6cm in diameter. Measurements of the portion of the 0l11ament that passes through the earlobe reveal 

that its diameter increased by 5mm Increments. This may ref1ect the fact that 0l11aments could have been 

modiれedto larger sizes as openings in the earlobes stretched over time. Design analysis also revealed 

that motifs found on the ornaments related to their shape and size. This may indicate that motifs were 

chosen according to certain social contexts such as the wearer's age and status through ceremonial rites 

of passage. Motifs varied and some are also depicted in other items such as pottery and polished phallic-

shaped stone rods known as sekibo. Fashion， taste and social conventions of the time could explain the 

PI・eponderanceof certain motifs. Motifs can be found in the interior rims of larger ring悶 shapedornaments 

and， thus， it is conceivable that the Jomon people of these periods consciously selected the pa抗ernand 

shape of 0l11aments in order to convey a strong sense of design in what they wore. 
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